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1. 2022年5月期の連結業績（2021年6月1日～2022年5月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年5月期 65,661 19.1 2,543 5.5 2,416 23.8 1,811 39.1

2021年5月期 55,145 8.7 2,411 247.2 1,951 878.6 1,302 ―

（注）包括利益 2022年5月期 3,027百万円 （32.7％） 2021年5月期 2,281百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年5月期 59.43 ― 8.4 4.2 3.9

2021年5月期 42.72 ― 6.8 3.7 4.4

（参考） 持分法投資損益 2022年5月期 ―百万円 2021年5月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年5月期 58,409 23,251 39.1 748.46

2021年5月期 56,633 20,649 35.8 665.56

（参考） 自己資本 2022年5月期 22,815百万円 2021年5月期 20,289百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年5月期 3,011 △2,352 △2,360 6,822

2021年5月期 3,530 △3,338 △102 8,079

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年5月期 ― 4.00 ― 7.00 11.00 337 25.7 1.7

2022年5月期 ― 7.00 ― 7.00 14.00 426 23.6 2.0

2023年5月期(予想) ― 7.00 ― 7.00 14.00 22.5

3. 2023年 5月期の連結業績予想（2022年 6月 1日～2023年 5月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 68,000 3.6 2,800 10.1 2,500 3.5 1,900 4.9 62.32



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年5月期 30,688,569 株 2021年5月期 30,688,569 株

② 期末自己株式数 2022年5月期 204,749 株 2021年5月期 204,696 株

③ 期中平均株式数 2022年5月期 30,483,837 株 2021年5月期 30,483,924 株

（参考）個別業績の概要

2022年5月期の個別業績（2021年6月1日～2022年5月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年5月期 23,550 3.5 870 10.7 1,578 44.7 1,105 48.9

2021年5月期 22,753 1.4 786 90.8 1,091 23.2 742 9.1

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2022年5月期 36.26 ―

2021年5月期 24.35 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年5月期 38,203 19,067 49.9 625.48

2021年5月期 37,972 18,388 48.4 603.22

（参考） 自己資本 2022年5月期 19,067百万円 2021年5月期 18,388百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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事業部門別
2021年５月期 2022年５月期 増 減

構成比 構成比 増減率

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

情報・通信機器    5,961  10.8    6,755  10.3    793   13.3

車両   33,414  60.6   38,794  59.1  5,380  16.1

家電その他    4,355   7.9    6,327   9.6 1,971  45.3

成形品計   43,731  79.3   51,876  79.0  8,145 18.6

金型   11,413  20.7   13,784  21.0   2,371 20.8

合計   55,145 100.0   65,661 100.0   10,516 19.1

１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症再拡大の影響や半導体をはじめとする部品

不足の問題に加えて、4月からは中国上海でのロックダウンの影響により、社会・経済活動が制限され厳しい状

況となりました。

海外におきましても、ロシアのウクライナ侵攻による世界経済への影響や資源の高騰により、先行きは依然不

透明な状況が続いております。

この様な状況のもと、当社グループにおきましても、前連結会計年度に引き続き、付加価値の高い製品の受注 

と生産体制の整備を強化し、原価低減活動を積極的に進めてまいりました。

これらの結果、当連結会計年度の売上高は円安効果もあり65,661百万円（前期比19.1%増）となり、利益面に

おきましては、営業利益は2,543百万円（前期比5.5%増）、経常利益は2,416百万円（前期比23.8%増）、親会社

株主に帰属する当期純利益は1,811百万円（前期比39.1%増）となりました。

当社グループの事業部門別売上高

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 日本

金型は増収となりましたが、半導体不足による自動車メーカー等の減産による影響により車両用内外装部品が減

収となり、売上高は23,120百万円（前期比1.0%減）、セグメント利益は1,750百万円（前期比15.1%増）となりま

した。

② 欧州

金型は増収となりましたが、車両用内外装部品の減収もあり、売上高は6,585百万円（前期比3.1%増）、セグメ

ント利益は69百万円（前期比88.1%減）となりました。

③ アジア

車両用内外装部品、家電部品及び金型の増収により、売上高は26,550百万円（前期比43.4%増）となり、セグメ

ント利益は1,046百万円（前期比59.7%増）となりました。

④ 北米

車両用内外装部品及び金型の増収により、売上高は9,405百万円（前期比36.4%増）となり、セグメント利益は

493百万円（前期比67.2%増）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の資産合計は、58,409百万円（前期末比1,776百万円増）となりました。これは、受取手形

及び売掛金が856百万円、有形固定資産が1,442百万円それぞれ増加したこと等によるものであります。

当連結会計年度末の負債合計は、35,158百万円（前期末比825百万円減）となりました。これは、支払手形及

び買掛金が435百万円、長期借入金が347百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。

当連結会計年度末の純資産合計は、23,251百万円（前期末比2,601百万円増）となりました。これは、利益剰

余金が1,385百万円及び為替換算調整勘定が1,090百万円それぞれ増加したこと等によるものであります。
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2019年５月期 2020年５月期 2021年５月期 2022年５月期

自己資本比率（％） 40.5 37.9 35.8 39.1

時価ベースの自己資本比率（％） 20.5 20.2 22.2 17.8

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） 4.5 11.1 5.7 6.7

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 13.2 4.8 8.9 8.3

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は6,822百万円となり、前連結会計年度

末より1,256百万円減少しました。各キャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は3,011百万円（前期比14.7%減）となりました。これは主に税金等調整前当期純利

益2,537百万円及び減価償却費3,162百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は2,352百万円（前期比29.5％減）となりました。これは主に有形固定資産の取得

による支出2,995百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は2,360百万円（前期は使用した資金102百万円）となりました。これは主に長期借

入金の借入による収入額1,759百万円、長期借入金の返済による支出2,248百万円及びリース債務の返済による支出

1,659百万円によるものであります。

   （キャッシュ・フロー関連指標の推移）

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

（注２）株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

（注３）キャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローを使用しております。

（注４）有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としております。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、未だ世界的に収束しない新型コロナウイルス感染症や、これに起因するサプラ

イチェーンの混乱等による生産調整、ロシアによるウクライナ侵攻等の世界経済への影響が懸念され、引き続き

予断を許さない状況が続くと思われます。

このような状況下、当社グループとしましては、より付加価値の高い製品や金型の受注活動を積極的に行うと

ともに、安定した収益構造の確保と経営体質の強化を図る所存であります。

以上の状況により、2023年５月期は連結売上高68,000百万円、営業利益2,800百万円、経常利益2,500百万円、

親会社株主に帰属する当期純利益1,900百万円を見込んでおります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、会計基準につきましては日本基

準を適用しております。なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく

方針であります。
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,008 4,087 12,225 △43 20,278

当期変動額

剰余金の配当 △182 △182

親会社株主に帰属する当期
純利益

1,302 1,302

連結子会社の増資による持
分の増減

△16 △16

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － △16 1,119 △0 1,103

当期末残高 4,008 4,071 13,344 △43 21,381

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証
券評価差額金

為替換算
調整勘定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包
括利益累計
額合計

当期首残高 △4 △1,669 △414 △2,088 362 18,551

当期変動額

剰余金の配当 △182

親会社株主に帰属する当期
純利益

1,302

連結子会社の増資による持
分の増減

△16

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

1 858 136 996 △1 994

当期変動額合計 1 858 136 996 △1 2,098

当期末残高 △2 △810 △278 △1,092 360 20,649

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 2020年６月１日 至 2021年５月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,008 4,071 13,344 △43 21,381

当期変動額

剰余金の配当 △426 △426

親会社株主に帰属する当期
純利益

1,811 1,811

連結子会社の増資による持
分の増減

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － 1,385 △0 1,385

当期末残高 4,008 4,071 14,729 △43 22,766

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証
券評価差額金

為替換算
調整勘定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包
括利益累計
額合計

当期首残高 △2 △810 △278 △1,092 360 20,649

当期変動額

剰余金の配当 △426

親会社株主に帰属する当期
純利益

1,811

連結子会社の増資による持
分の増減

－

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△0 1,090 51 1,141 75 1,216

当期変動額合計 △0 1,090 51 1,141 75 2,601

当期末残高 △3 279 △226 49 435 23,251

当連結会計年度（自 2021年６月１日 至 2022年５月31日）
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービ

スと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、有償支給取引について、従来は、有償支給した支給品について棚卸資産の消滅を認識しておりました

が、当社が実質的に買戻し義務を負っていると判断される有償支給取引について、金融取引として棚卸資産を引き

続き認識するとともに、有償支給先に残存する支給品の期末棚卸高について金融負債を認識しております。

なお、収益認識適用指針第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の販売において、出荷時

から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識

しております。

  収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、連結財務諸表に与える影響は軽微であります。また、利益剰余金の当期首残高への影響はありませ

ん。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度（事業年度）の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。

なお、連結計算財務諸表に与える影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
（注）1

連結財務諸表
計上額
（注）2日本 欧州 アジア 北米 計

売上高

外部顧客への売上高 23,345 6,389 18,516 6,893 55,145 － 55,145

セグメント間の内部売上高

又は振替高
3,367 1 1,343 10 4,722 △4,722 －

計 26,712 6,390 19,860 6,903 59,867 △4,722 55,145

セグメント利益 1,521 582 655 295 3,054 △643 2,411

セグメント資産 25,463 8,646 18,117 5,675 57,903 △1,270 56,633

その他の項目

減価償却費 1,250 243 1,155 316 2,966 68 3,034

のれん償却額 － － － 28 28 － 28

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額
1,916 1,860 1,129 221 5,128 25 5,153

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループは、国内外において車両分野、情報・通信機器分野及び家電その他分野向けにプラスチッ

ク製品並びにプラスチック成形用金型の製造販売を主要な目的として、事業活動を展開しております。

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。各々の現地法人はそれぞれ独立した経営単位であり、取り扱う製品について各地域の包括的な

戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は、生産・販売体制を基礎とした地域別セグメントから構成されており、「日本」、

「欧州」、「アジア」及び「北米」の４つを報告セグメントとしております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。また、報告セグメントの利益は営業利益ベースの数値であり、

セグメント間の内部売上高及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 2020年６月１日 至 2021年５月31日）

（注）１．調整額は、次のとおりであります。

(1)セグメント利益の調整額△643百万円は、セグメント間取引消去8百万円及び各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△651百万円であります。

(2)セグメント資産の調整額△1,270百万円は、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分していない

全社資産であります。

(3)減価償却費の調整額68百万円は、提出会社の管理部門に係る固定資産減価償却費68百万円であります。

(4)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額25百万円は、提出会社の管理部門に係る有形固定資産及び

無形固定資産の増加額25百万円であります。

  ２.セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
（注）1

連結財務諸表
計上額
（注）2日本 欧州 アジア 北米 計

売上高

外部顧客への売上高 23,120 6,585 26,550 9,405 65,661 － 65,661

セグメント間の内部売上高

又は振替高
4,754 0 1,211 5 5,972 △5,972 －

計 27,875 6,585 27,761 9,410 71,633 △5,972 65,661

セグメント利益 1,750 69 1,046 493 3,360 △816 2,543

セグメント資産 25,245 7,427 19,364 8,373 60,411 △2,001 58,409

その他の項目

減価償却費 1,197 251 1,247 429 3,126 36 3,162

のれん償却額 － － － 35 35 － 35

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額
1,280 370 1,125 1,284 4,061 61 4,123

当連結会計年度（自 2021年６月１日 至 2022年５月31日）

（注）１．調整額は、次のとおりであります。

(1)セグメント利益の調整額△816百万円は、セグメント間取引消去△136百万円及び各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△680百万円であります。

(2)セグメント資産の調整額△2,001百万円は、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分していない

全社資産であります。

(3)減価償却費の調整額36百万円は、提出会社の管理部門に係る固定資産減価償却費36百万円であります。

(4)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額61百万円は、提出会社の管理部門に係る有形固定資産及び

無形固定資産の増加額61百万円であります。

  ２.セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（単位：百万円）

成形品 金型 合計

外部顧客への売上高 43,731 11,413 55,145

（単位：百万円）

日本 欧州 アジア 北米 合計

22,300 6,742 18,842 7,259 55,145

（単位：百万円）

日本 欧州 アジア 北米 合計

10,383 3,197 8,604 2,967 25,152

該当事項はありません。

（単位：百万円）

成形品 金型 合計

外部顧客への売上高 51,876 13,784 65,661

（単位：百万円）

日本 欧州 アジア 北米 合計

22,249 6,982 26,666 9,762 65,661

（単位：百万円）

日本 欧州 アジア 北米 合計

10,295 3,411 8,540 4,347 26,595

該当事項はありません。

【関連情報】

前連結会計年度（自 2020年６月１日 至 2021年５月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

２．地域ごとの情報

(1)売上高

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(2)有形固定資産

（注）アジアのうち、タイは3,093百万円であります。

３．主要な顧客ごとの情報

当連結会計年度（自 2021年６月１日 至 2022年５月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

２．地域ごとの情報

(1)売上高

（注）１．売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

２．アジアのうち、タイは7,072百万円であります。

(2)有形固定資産

３．主要な顧客ごとの情報
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（単位：百万円）

日本 欧州 アジア 北米 計 全社・消去 合計

当期償却額 － － － 28 28 － 28

当期末残高 － － － 123 123 － 123

（単位：百万円）

日本 欧州 アジア 北米 計 全社・消去 合計

当期償却額 － － － 35 35 － 35

当期末残高 － － － 109 109 － 109

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自 2020年６月１日 至 2021年５月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自 2021年６月１日 至 2022年５月31日）

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自 2020年６月１日 至 2021年５月31日）

のれんの償却額及び未償却残高の情報

当連結会計年度（自 2021年６月１日 至 2022年５月31日）

のれんの償却額及び未償却残高の情報

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自 2020年６月１日 至 2021年５月31日）

当連結会計年度において、日本において負ののれん発生益25百万円を計上しております。これは、企業結

合時における時価純資産が取得原価を上回ったため、その差額を負ののれん発生益として処理しているもの

であります。

当連結会計年度（自 2021年６月１日 至 2022年５月31日）

該当事項はありません。

- 17 -

三光合成㈱（7888）2022年5月期決算短信



前連結会計年度
（自 2020年６月１日

至 2021年５月31日）

当連結会計年度
（自 2021年６月１日

至 2022年５月31日）

１株当たり純資産額 665.56円 748.46円

１株当たり当期純利益 42.72円 59.43円

前連結会計年度
（自 2020年６月１日

至 2021年５月31日）

当連結会計年度
（自 2021年６月１日

至 2022年５月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 1,302 1,811

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益（百万円）
1,302 1,811

期中平均株式数（株） 30,483,924 30,483,837

前連結会計年度
（2021年５月31日）

当連結会計年度
（2022年５月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 20,649 23,251

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 360 435

（うち非支配株主持分（百万円）） （360） （435）

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 20,289 22,815

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普

通株式の数（株）
30,483,873 30,483,820

（１株当たり情報）

（注）１．前連結会計年度及び当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

４．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

- 18 -

三光合成㈱（7888）2022年5月期決算短信



４．その他

役員の異動（2022年８月25日 第89回定時株主総会）

監査役の異動

新任監査役（社外） 藤本慎司

退任監査役（社外） 吉田裕敏

以上
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